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要     旨 

緒言：うつ病や双極性障害の精神科患者は、休職中に復職や復職後の就労継続を目的としたリワークと

言われる精神科リハビリテーションを利用することが必要である。しかし、復職やその後の就労維持に

対するこのようなプログラムの効果やその予測因子について調査した研究はほとんどない。我々はリワ

ークプログラムの効果を分析することを目的に、プログラム終了時の認知機能や心理状態およびプログ

ラムの参加頻度が復職や復職後の就労維持を予測するかどうか分析した。              

対象と方法：リワークプログラムは休職中の患者や無職の患者を含んでいた。患者がリワークプログラ

ムを卒業する前に Trail Making Test Type B（TMT-B）、Wisconsin Card Sorting Test、Social 

Adaptation Self-Evaluation Scale で認知機能や社会適応を評価した。同時に、うつ症状の評価のため

に Hamilton Depression Rating scale を行った。患者は、復職もしくは就労できた 94 名の復職群と、

復職もしくは就労できなかった 34 名の非復職群に分けられた。                  

結果：リワークプログラムは無職者より休職者に対してより効果的であった。TMT-B は復職も就労継

続も予測し、リワークプログラムへの参加回数は復職を予測したが就労継続は予測しなかった。また、

TMT-B の結果について、70 秒が復職を予測するカットオフ値とすることを提案する。        

結論：今回の結果はリワークプログラムの更なる発展に寄与するエビデンスになると考える。     


